
 

 

 

 

 

「２学期のスタートにあたり」 

緊急事態宣言下での２学期がスタートしま

した。８月２３日付「教育長メッセージ」でも

ありました通り、「市立小中学校『学校の新しい

生活様式』ガイドライン」に沿って、感染防止

対策の強化・徹底を図りながら

教育活動を進めていきます。つ

きましては、以下の２点をあら

ためて確認してください。 

①健康管理カードでの児童、およびご家族の健

康観察を徹底してください。 

②陽性が認められた時はもちろん、ご家族が濃

厚接触者の疑い、また発熱や体調不良がある

場合は登校を控えさせてください。 

これは、「学校内でのクラスター防止」のためで

あり、「ウイルスを校内に持ち込まない」ことが

カギとなります。また、マスクの適切な着用も

ポイントです。濃厚接触者の判断で、「マスクの

着用」において鼻の見える状態

やあごにかけただけの状態では

「不適切な状態の着用」となり、

着用なしと同様に判断されるよ

うです。 

連日テレビでは、「不要不急の外出を控える」

と言われる中、自粛疲れという言葉のもとに大

人が繁華街に繰り出している様子や、子どもた

ちのパラリンピックの観戦意義は高いと推奨

しながら、修学旅行は中止や延期を検討要請、

というニュースが流れています。感染状況に関

わらず、様々な決定をいつも大人が行い、子ど

もはその決定に従うことしかできません。子ど

もたちの教育活動を保障するためには、大人が

今の感染状況を改善させるしかないのです。保

護者やご家族、地域の皆さま、そして私たち教

職員、その他すべての大人が本気で感染拡大防

止に取り組み、海老名の状況、神奈川の状況、

全国の状況を改善させることが、子どもたちを

「我慢」や「あきらめ」から解

放することになります。ご理解

とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

「トム・ホーバスＨＣ語録」 

オリンピックでの日本女子バスケットボー

ルチームの快進撃には、バスケットをよく知ら

ない人も驚いたのではないでしょうか。 

◎「僕は金メダル取れる気持ちが心からありま

す。で、信じていないなら優勝できない。信じ

ていないなら、（体が）大きいチームに勝てない。

自分の力を信じていないなら何もできない」 

→選手との信頼関係・自分の信念（自信） 

◎「3 ポイントを 40 本打って、4 割の確率で

決めたい」 →達成に向けた具体的数値目標 

◎「このステージで日本の綺麗なバスケットを

見せたかった。良くやったと思います。スーパ

ースターはいないけど、スーパーチーム。素晴

らしい」 →取り組みに対する最大限の評価 

（「トム・ホーバス ヘッドコーチ」語録より） 

野村克也氏は「勝ちに不思議な勝ち

あり、負けに不思議な負けなし」を座右

の銘にされていましたが、トム・ホーバ

スＨＣの言葉は、「勝ちも不思議な勝ち

なし」と思わせてくれます。私も連日応

援しながら、「コーチング」というものの奥深さ

を実感しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●本郷にお住いの池亀様から「終戦 75 年を前に」
という手紙（2020 年 8 月執筆）をお預かりしま
した。「戦争は絶対にしてはならない」という思い
を手紙の中からひしひしと感じます。ぜひご家族
で一緒にお読みください。（裏面掲載） 
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★９月の主な行事予定★（８/27 時点） 

１日（水） 身体計測 1．2 年．ひまわり級 

３日（金） 出前おはなし会（４年） 

ｽﾏﾎ･ｹｰﾀｲ安全教室（1．2 年） 

６日（月） 個人登校開始 

７日（火） ｽﾏﾎ･ｹｰﾀｲ安全教室（３～６年） 

修学旅行説明会 15:45 

１３日（月） 火曜日日課（６時間） 

１４日（火） 月曜日日課（５時間） 

３０日（木） 野外教育活動説明会 15:45 

※通常の学校業務日の電話対応時間は、８時から１７時３
０分までとなっています。長期休業中や全教職員研修の
ための出張日等は、８時３０分からとなったり１７時ま
でとなったりする場合がありますのでご理解をいただ
き、ご協力くださいますようお願いいたします。 
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注
ちゅう

１：ご本人
ほんにん

の了解
りょうかい

を得
え

て、一部
い ち ぶ

表現
ひょうげん

を変
か

えさせていただきました。 

注
ちゅう

２：多
おお

くの子
こ

どもたちに自分
じ ぶ ん

の目
め

で読
よ

んでほしいと思
おも

い、ルビを加筆
か ひ つ

しました。難
むずか

しい言葉
こ と ば

はお父
とう

さん、お母
かあ

さん、おじいちゃん、おばあちゃんに聞
き

いてください。 (遠藤
えんどう

 一義
かずよし

) 


